
【教員用補助資料】「石ころ探偵」捜査ツールガイド 

〜科学的根拠（エビデンス）を収集するための道具たち〜 

 このプリントでは、本プログラムで使用する主要な測定道具と、その指導上のポイントをまとめています。生徒が「な

ぜこの道具を使うのか」を理解し、客観的なデータを導き出せるよう支援してください。全て利用する必要はありません

し、他にも様々な道具が利用できます。事前に授業などで扱ったものを用いることをお勧めします。 

 

1. 組織と構造を観るツール 

■ 実体顕微鏡 

用途： 岩石の切断面や破断面を拡大し、結晶の組み合わせや粒子の形を詳細に観

察します。 

指導のポイント： プレパラートを作らずに、石をそのままステージに置いて立体的に観

察できるメリットを伝えます。火成岩の「等粒状組織」や「斑状組織」の判別に欠かせま

せん。岩石の構成粒子の形状に注目させると良いです。 

 

■ ルーペ 

用途： 野外や手元で、肉眼では見えにくい鉱物の輝きや組織を簡易的に観察します。 

指導のポイント： 「ルーペを眼に近づけ、石を動かしてピントを合わせる」という正しい

使い方を徹底させます。 

 

■ 組織の観察について 

 河原の石を観察する際は、表面が風化していてわかりにくいものが多いです。本校

には「岩石切断機」があるので、生徒が採取した岩石を切断し、グラインダーで研磨し

たものを観察させています。機材がない場合は、岩石の表面を包丁用の砥石で研磨

するだけでも観察しやすくなります。 

 なお、岩石の組織はわかりやすいものは多くありません。正確な判定ができなくても、組織を観察できていることが

重要です。スマートフォンのカメラを実体顕微鏡の接眼レンズやルーペに近づけて撮影し、プレゼンの資料にすると良

いです。 

 

写真 1 実体顕微鏡。岩石の

表面を観察する。 

写真 2 岩石の観察にはルー

ペを用いても良い。 

写真 3 岩石切断機。事前に

岩石を提出させる。岩石の切

断は指導者が実施し、生徒に

返却する。切断せず研磨の

みでも良い。 

写真 4 グラインダー。岩石表

面を研磨する。研磨作業は生

徒に実施させても良い。グライ

ンダーがない場合は砥石など

を用いても良い。 

写真 5 岩石表面を研磨

したもの。岩石の組織を

観察しやすくする。 

写真 6 実体顕微鏡の接眼

レンズにスマートフォンを近

づけて岩石の表面を撮影。 

 



 

2. 物理的・化学的性質を測るツール 

■ 定規（ノギス） 

用途： 石の長径・中径・短径をミリ単位で測定します。 

指導のポイント： 3方向の長さを測ることで、石の「丸み（円磨度）」や「平らさ（扁

平率）」を数値化し、運搬距離や環境（河川 vs海岸）を推測する根拠にします。 

 

■ モース硬度計 

用途： 石の「ひっかき傷への強さ」を測ります。 

指導のポイント： 硬度が分かれば、構成されている鉱物（石英、長石、方解石

など）を絞り込む強力なヒントになります。身近なものとしては、指の爪（2～2.5

程度）、10円玉（３程度）、鉄（４程度）、ガラス（５程度）などがあるのでそれらを

用いるのが良いでしょう。なお、岩石中の鉱物が十分な大きさがある場合は実

施します。細粒な鉱物で構成されている岩石でやっても正確な値にならないの

でご注意ください。 

 

■ 条痕板（じょうこんばん） 

用途： 石を白い陶磁器の板にこすりつけ、その「粉末の色」を確認します。 

指導のポイント： 見かけの色（自色）と条痕色は異なる場合があることを教えます。特

に金属光沢を持つ鉱物の特定に有効です。以下のウェブサイトに紹介されている条痕

色の一覧を参考にすると良いです。 

 

・仙台市科学館「鉱物の条痕色」（PDF ファイル），HOKUSHU仙台市科学館公式ウェ

ブサイト，https://www.kagakukan.sendai-c.ed.jp/wp/navi/4f_s_chi/4fsjyoukon.pdf（閲

覧日：2026 年 1月 15 日）． 

 

■ 比重測定用の計り（電子天秤） 

用途： 石の質量と、水に沈めた時の体積から「比重」を算出します。 

指導のポイント： 岩石の種類によって比重の範囲が概ね決まっているため、正体を特定するための「背番号」のよう

な役割を果たすことを説明します。啓林館の教科書「地学基礎」には「実習 1-1 岩石や金属の密度を測定して地球の

層構造を考える」という実習が紹介されていますので、事前に実施することをお勧めします。岩石の比重の値は以下

のサイトの「岩石種類別比重表」を参考にすると良いでしょう。 

 

・啓林館（2021）『高等学校 地学基礎』（教科書番号：地基 703），新興出版社啓林館，B5 変型，238 頁．（引用：p.20） 

・宮城県「岩石種類別比重表」〔別紙 5〕，PDF ファイル，宮城県公式ウェブサイト

（https://www.pref.miyagi.jp/documents/6239/350263_1.pdf）参照（閲覧日：2026 年 1月 15 日）． 

 

写真 7 河原の石の形状を調べる

ために、短軸、長軸、中軸を測る。 

 

写真 8 モース硬度計。 

 

写真 9 条痕板。 

 



3. 特殊な証拠を見つけるツール 

■ ブラックライト（紫外線ライト） 

用途： 特定の鉱物（蛍石や方解石の一部など）が発する「蛍光」を確認します。 

指導のポイント： 全ての石が光るわけではないからこそ、光った時の驚きが探究心を刺

激します。暗所で安全に使用するよう指導してください。 

 

 

4. 情報を統合するツール 

■ 岩石図鑑 

用途： 得られたデータ（色、硬度、比重、組織）と図鑑の記述を照らし合わせ、最終的

な「容疑者の特定」を行います。 

指導のポイント： 複数の図鑑を比較させ、「写真の見た目」だけでなく「解説文のデータ」を重視して判断するよう促し

ます。 

おすすめの文献 

・西本昌司・中村英史（2023）『くらべてわかる岩石』山と溪谷社，128p． 

・柴山 元彦（編著）（2018）『川原の石図鑑 ― 関西地学の旅 12』東方出版，149 頁． 

 

 

【他教科との連携・発展】 

地学や探究以外の教科での実施や、他教科との連携を見据えて実施することもお勧めします。この活動に向けて

様々な教科で分担して学習を進め、まとめの課題として本実習を取り組むなどの展開が考えられます。	

 数学： 比重計算や、統計的な処理。 

 物理・化学： 浮力の原理や、鉱物の化学組成と色の関係。 

 地理： 地形図と地質の相関。 

 

この資料が、先生方のスムーズな授業運営と、生徒たちの深い探究の一助となれば幸いです。 

写真 10 ブラックライト。蛍

光鉱物の性質を調べるこ

とができる。 

 




